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【昭和４０年７月洪水の概要】
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雨の降り方について昭和４０年７月洪水の概要 1

○梅雨前線の停滞により、６月２８日頃から丸４日に渡る長雨となり、球磨
川流域で相当量の降雨を記録した。流域の土壌は飽和状態にあったと
推測される。

○その後、前線の活動が活発になり、７月２日深夜から７月３日早朝にか
けて集中豪雨が発生した。

【降雨の概要】 ※巻末の参考資料ｐ３２～ｐ３３を参照

■五木雨量観測所（川辺川流域）おける降雨状況
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雨の降り方について昭和４０年７月洪水の概要 2

※洪水が氾濫せずに全て河川内を
流下し、かつ市房ダムがなかった
と想定した場合の流量

○水位が急上昇を続け、人吉水位観測所（七日町）が水没し、観測が不可能となった。

○人吉市では、青井阿蘇神社楼門の基礎石まで水が押し寄せたことが分かっている。

○人吉市、球磨村、八代市等で氾濫し、戦後最大の被害となった。
（家屋損壊・流出１,２８１戸、床上浸水２,７５１戸、床下浸水１０,０７４戸）

○戦後最大となる流量（人吉地点：約５,７００m3/s※）を記録した。

【水位・流量と被害】 ※巻末の参考資料ｐ３４～ｐ３５を参照
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7,000m3/s
既往最大
昭和40年7月洪水
約5,700 m3/s

→「ダムによらない治水を検討する場」
で検討対象とした、人吉観測所に
おける１２洪水を示す。（m3/s）

※グラフの年最大流量は、洪水が氾濫せ
ずに全て河川内を流下し、かつ市房ダム
がなかったと想定した場合の流量↑

流
量

■人吉地点における過去の年最大流量（ダム操作なし、氾濫なしを想定）

■昭和４０年７月洪水
（浸水図：人吉市）

昭和40年７月
実績浸水線

人吉橋

青井阿蘇神社（人吉市）楼
門の基礎石まで水が押し寄
せたことが分かっている。



昭和４０年７月洪水 浸水図（人吉市）
第２回「検討する場」
説明資料②ｐ３を加工 3

昭和40年3月人吉市街部航空写真

昭和40年７月
実績浸水線

人吉橋

西瀬橋

人吉駅

青井阿蘇神社

人吉スポーツパレス
人吉球磨カルチャーパレス

国民宿舎
くまがわ荘

写真②

写真①

写真③



人吉橋より上流九日町通り付近の浸水状況

人吉市街地の浸水状況

昭和４０年７月洪水 浸水状況写真（人吉市）
第２回「検討する場」
説明資料② ｐ３を加工 4

人吉市九日町 人吉市下青井町

人吉市九日町

写真①

写真② 写真③



5

昭和４０年７月洪水 浸水図（球磨村渡付近）

相良橋

昭和40年3月球磨村渡地区航空写真

昭和40年７月
実績浸水線

球磨川第二橋梁

写真①②

写真③

小
川

渡小学校

渡駅
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6

昭和４０年７月洪水 浸水状況写真（球磨村渡付近）

国鉄球磨川第二橋梁（球磨村）

【写真提供：舟戸治生議員】

【写真提供：舟戸治生議員】

写真①

写真③

6

写真②

球磨村渡駅 球磨村渡駅

球磨村渡付近の浸水状況



球磨村神瀬・一勝地付近の浸水状況

昭和４０年７月洪水 浸水状況写真（球磨村神瀬・一勝地）
第２回「検討する場」
説明資料②ｐ３を加工 7

球磨村一勝地

球磨村神瀬

球磨村一勝地
（支川芋川）

八代市萩原町球磨村神瀬

神瀬橋



八代市萩原付近の出水状況

昭和４０年７月洪水 浸水状況写真（八代市）
第２回「検討する場」
説明資料②ｐ３を加工 8

八代市萩原町 八代市萩原町

球磨川橋梁

萩原橋より下流を望む



測量を行い、
箱尺の標高を
あわせ、木に
括り付けた

道路

括り付けた木

観測（目視）

木に括りつけられた箱尺

人吉市の麓町水位観測所で水位が量水標
の天端まで１mに迫り、箱尺を設置

昭和４０年７月洪水状況写真（麓町水位観測所） 9

観測（目視）



球磨川水系雨の降り方について昭和４０年７月洪水の気象状況（天気図） 10

○６月２５日午後から梅雨前線が北上し、九州を南北に振動しながら３０日に
かけて対馬海峡まで北上したため、長雨の状態が続いた。
○６月３０日夜から７月１日にかけての雨は、梅雨前線の南側の南西気流に
より不安定性降雨の大雨となった。
○７月２日夜から３日にかけての雨は、梅雨前線の南下による大雨で、南下
した前線は県南部に停滞した。

※天気図は熊本地方気象台より提供

【 7/3：9時】 【 7/2：21時】 【 7/2：9時】

【 7/1：21時】【 7/1：9時】【 6/30：21時】

※出典：昭和４０年熊本県災害誌
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：雨量観測所

⑤本川下流域

②本川上流域

③川辺川流域

④人吉上流域
＝①＋②＋③

①市房ダム上流域

⑥球磨川全流域
＝①＋②＋③＋⑤

八代

人吉

大河内

神瀬

五家荘（気）

五木（気象台）

矢岳（気）

田代川間

市房山（気）

市房ダム（県）

多良木

宮ケ野

田迎（気）

久連子

等雨量線図 （S40.7.1～7.2）

人吉上流域

五木（気象台）

球磨川全流域

6月29日 6月30日 7月1日 7月2日 7月3日 7月4日6月28日

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 393.2mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 417.0mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 432.0mm

※観測所地点の雨量

※流域平均の雨量

※流域平均の雨量

97.1mm/3h
36.1mm/h

355.7mm/2日

122.0mm/3h
46.0mm/ｈ

401.0mm/2日

99.5mm/3h
36.2mm/h

355.0mm/2日

球磨川水系雨の降り方について昭和４０年７月洪水の雨量状況

○全域で大雨の中、特に球磨川本川と川辺川の上流域で降雨量が多い
○人吉上流域（流域平均の雨量）では、約３６mm／ｈ、約９７mm／３ｈ、
約３５６mm／２日を観測

11

※巻末の参考資料ｐ３２～ｐ３３を参照
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球磨川 61/200 地点

昭和40年7月3日 6:00

61/200地点水位

：実績水位

（ の幅が１時間）

昭和40年7月洪水の水位波形図

１時間で最大80cm程度
の水位上昇

時間 →

地盤高を超過

61/200地点の河道水位は、七日町水位観測所を基に算出。
（ただし、七日町観測所はピーク付近で欠測となっているため、
麓町水位観測所との相関により七日町水位観測所に換算した
後、61/200地点の水位に換算している）

球磨川水系雨の降り方について昭和４０年７月洪水の水位状況 12

○ピーク付近の７月３日午前６時頃では、堤内地盤高（右岸側）を
約８０cm程度超過している
○１時間で最大約８０cm程度の水位上昇を記録した

球磨川61k200地点
（人吉橋直上流付近）



球磨川水系雨の降り方について昭和４０年７月洪水の流量状況 １３
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昭和40年7月洪水の流量波形図

洪水調節量(341m3/s)

最大流入量(862m3/s)

最大放流量(521m3/s)

人吉最大流量(約5,000m3/s) 3日 AM6時頃
[球磨川]

柳瀬最大流量(約3,000m3/s) 3日 AM4時頃
[川辺川]

多良木最大流量(約1,000m3/s) 3日 AM4時頃
[球磨川]

市房ダム最大流量(521m3/s) 3日 AM3時頃

市房ダムからの放流量

人吉流量

多良木流量

柳瀬流量

※人吉流量：麓町観測所の水位を人吉観測所
（七日町）地点に換算。その換算水位をもとに
Ｈ－Ｑ関係で換算した流量
（昭和40年当時、人吉付近には水位観測所は
２ヶ所存在）

※多良木・柳瀬流量：各水位観測所の実績水
位をもとにＨ－Ｑ関係で換算した流量

市房ダムへの流入量

○人吉地点、柳瀬地点、多良木地点の観測所のピーク流量は、約5,000 m3/s ※ 、

約3,000 m3/s、約1,000 m3/sであった。

○いづれの観測地点も7月3日深夜から２～４時間のうちに急激に流量が上昇し

ピーク流量を記録した。

○市房ダムにおいては、3日3時頃に、最大流入量862m3/sに達し、これをダムで

341m3/s減じて放流。最大放流量は、521 m3/sであった。

※市房ダムの洪水調節や河道からの
氾濫による河道流量低減後の流量



昭和４０年７月洪水の流量 14

○昭和４０年７月洪水と同規模の洪水が発生した場合に、洪水が氾濫せずに
全て河川内を流下し、かつ市房ダムがなかったと想定すると、人吉地点に流
下してくる流量は約５,７００m3/sとなり、この流量に対応することが目
標となる。

横石 渡 人吉 一武 柳瀬

昭和４０年７月洪水と同
規模の洪水で流下して
くる流量※

７，９００m3/s ６，８００m3/s ５，７００m3/s ２，４００m3/s ３，１００m3/s

【参 考】

「ダムによらない治水を
検討する場」で検討した
治水対策で対応可能な
洪水の流量※

７，９００m3/s
（S40.7）

５，３００m3/s
(S47.7)

４，５００m3/s
(H17.9)

１，７００m3/s
(S47.7)

１，４００m3/s
(H18.7)

◇流量算出の詳細については、巻末の参考資料ｐ３６～ｐ４３を参照

※洪水が氾濫せずに全て河川内を流下し、かつ市房ダムがなかったと想定した場合の流量



7,900m3/s

5,700m3/s
渡

横
石

人
吉

一
武

柳
瀬

6,800m3/s

3,100m3/s

2,400m3/s

昭和４０年７月洪水の流量 15

※洪水が氾濫せずに全て河川内を流下し、かつ市房ダムがなかったと想定した場合の流量



■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

近年の河道状況における下流地区（八代地区）の氾濫想定区域

※第２回会議説明資料②で提示した浸水想定区域図を再掲しています。

近年の河道状況

※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。

【浸水が想定される球磨川下流（八代市部）の人口等】

【浸水想定面積】 ： 約６，５００ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ２８，０００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ９，５００ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ４１，０００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 １４，０００ 世帯

※浸水想定世帯数及び人口は、平成１７年国勢調査地域メッシュ統計及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

第4回幹事会
別資料 P5に加筆

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。
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■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

「追加して実施する対策（案）」後における下流地区（八代地区）の氾濫想定区域

「直ちに実施する対策」及び「追加して実施する対策（案）」実施後

【浸水想定面積】 ： 約 ０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ０人
浸水想定世帯数 ： 約 ０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ０ 世帯

【浸水が想定される球磨川下流（八代市部）の人口等】

※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。
※浸水想定世帯数及び人口は、平成１７年国勢調査地域メッシュ統計及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

第4回幹事会
別資料 P6に加筆

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。

17



近年の河道状況における中流地区の氾濫想定区域①
第4回幹事会
別資料 P7に加筆

国道219号

JR肥薩線

近年の河道状況■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション 【浸水が想定される八代市坂本町内の人口等】

【浸水想定面積】 ： 約 ６０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ２８０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 １１０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ６０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ３０ 世帯

※浸水想定世帯数及び人口は、ゼンリン住宅地図及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

※第２回会議説明資料②で提示した浸水想定区域図を再掲しています。
※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。
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「追加して実施する対策（案）」後における中流地区の氾濫想定区域①第4回幹事会
別資料 P8に加筆

国道219号

JR肥薩線

※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。

「直ちに実施する対策」及び「追加して実施する対策（案）」実施後

○「追加して実施する対策（案）」実施後においても浸水範囲は残りますが、

対策実施により家屋浸水はなくなります。 【浸水想定面積】 ： 約 ３０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ０ 世帯

【浸水が想定される八代市坂本町内の人口等】

※浸水想定世帯数及び人口は、ゼンリン住宅地図及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。

■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション
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国道219号

※第２回会議説明資料②で提示した浸水想定区域図を再掲しています。

近年の河道状況

近年の河道状況における中流地区の氾濫想定区域②

※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。

芦北町
【浸水想定面積】 ： 約 ３０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 １３０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ４０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 １０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 １０ 世帯

※

【浸水が想定される芦北町・球磨村内の人口等】

球磨村
【浸水想定面積】 ： 約 ９０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ３８０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 １３０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 １００ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ４０ 世帯

JR肥薩線

芦北町鎌瀬
地区

球磨村

球磨村
渡地区～地下地区

※浸水想定世帯数及び人口は、ゼンリン住宅地図及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

第4回幹事会
別資料 P9に加筆

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。

20



「直ちに実施する対策」及び「追加して実施する対策（案）」実施後

国道219号

「追加して実施する対策（案）」後における中流地区の氾濫想定区域②

※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。

■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

※浸水想定世帯数及び人口は、ゼンリン住宅地図及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

球磨村
【浸水想定面積】 ： 約 ７０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ２３０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ８０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ２０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 １０ 世帯

芦北町
【浸水想定面積】 ： 約 ２０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ０ 世帯

JR肥薩線

球磨村

球磨村
渡地区～地下地区

球磨村は渡地区より上流が浸水家
屋が発生する。

その浸水想定人口・世帯数は左表
のとおり。

第4回幹事会
別資料 P10に加筆

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。

○「追加して実施する対策（案）」実施後においても浸水範囲は残りますが、

球磨村の渡地区を除いて対策実施により家屋浸水はなくなります。【浸水が想定される芦北町・球磨村内の人口等】
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湛水深が0.45m
未満の区域

湛水深が0.45m～
2.0m未満の区域

湛水深が2.0m
以上の区域

凡例

■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

近年の河道状況における人吉地区周辺の氾濫想定区域

近年の河道状況

※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。

※第２回会議説明資料②で提示した浸水想定区域図を一部拡大しています。

【浸水想定面積】 ： 約 ２００ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 １，１５０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ４５０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ９４０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ３７０ 世帯

※浸水想定世帯数及び人口は、ゼンリン住宅地図及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

【浸水が想定される人吉市内の人口等】

山田川

人吉市

第4回幹事会
別資料 P11に加筆

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。
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「直ちに実施する対策」及び
「追加して実施する対策（案）」実施後

「近年の河道状況」

「直ちに実施する対策」及び「追加して実施する対策（案）」実施後

「追加して実施する対策（案）」後における人吉地区周辺の氾濫想定区域

■昭和４０年７月降雨によるシミュレーション

※地形や家屋敷高などの条件を氾濫想定区域、浸水想定人口及び世帯数の算出に反映させるには限界があるため、実態と異なる場合もあります。
※内水被害が想定されますが、今回のシミュレーションでは内水被害は考慮していません。
※破堤地点は流下能力の低い地点とし、浸水範囲の資産状況を考慮して、氾濫ブロックごとに最低１箇所設定しています。
※球磨川水系の直轄管理区間沿川の家屋集落部を対象としてシミュレーションを実施しているため、支川やその他の箇所の浸水状況については、
表示していない部分があります。

※浸水想定世帯数及び人口は、ゼンリン住宅地図及び平成２２年国勢調査結果に基づき算出。

【浸水が想定される人吉市内の人口等】

第4回幹事会
説明資料 P23に加筆

人吉市街部

湛水深が0.45m
未満の区域

湛水深が0.45m～
2.0m未満の区域

湛水深が2.0m
以上の区域

凡例

湛水深が0.45m
未満の区域

湛水深が0.45m～
2.0m未満の区域

湛水深が2.0m
以上の区域

凡例

※近年の河道状況において浸水が発生する家屋
集落部を拡大して示しています。

【浸水想定面積】 ： 約 ６０ ｈａ
【床上】
浸水想定人口 ： 約 ４９０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 １９０ 世帯
【床下】
浸水想定人口 ： 約 ５３０ 人
浸水想定世帯数 ： 約 ２１０ 世帯

※床下は湛水深が0.45m未満とし、それ以上を床上としております。
※浸水想定面積・人口・世帯数は、表示している区域外の範囲を含む
数値です。

人吉市街部人吉市街部
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昭和４０年７月洪水の流出形態 24

※巻末の参考資料ｐ４６～ｐ５２を参照

○昭和４０年７月洪水における各流域からの流出形態を把握するため、
人吉地点のピーク流量の発生時前後における分割流域からの流出
量を算出する。→ｐ２５、ｐ２６

○より詳細に分析するために、人吉上流域を３２分割とし、人吉地点の
ピーク流量の発生時前後における各流域の単位面積あたりの流出
量を算出する。→ｐ２７、ｐ２８

昭和４０年７月洪水が、どこの流域からどれくらいの時間で、どの程度
の量が球磨川本川（人吉地点）に流出しているかを解析し、昭和４０年
７月洪水を安全に流下させるための対策検討における基礎資料とする

【目 的】



【人吉地点上流域対象】

人吉地点上流のブロック分割

人吉地点

※渡地点の算出結果は、巻末の参考資料ｐ４４～ｐ４５に掲載

：本川上流域 604km2

：川辺川流域 533km2

昭和４０年７月洪水の人吉地点における流出形態 25

○人吉地点上流域を球磨川本川上流域と川辺川流域に分割し、人吉地点
のピーク流量発生時前後における流出量を算出する
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○ピーク流量時では、川辺川流域の流出の比率は５３％、球磨川本川上流
域の流出の比率は４７％となる
○ピーク流量の到達時間は、川辺川流域が早く、球磨川本川上流域は、そ
れより１時間ほど遅い

昭和４０年７月洪水の人吉地点における流出形態 26



人吉地点流量に対する単位面積あたりの流出量【 3日5時15分：ピーク時】

単位面積あた
りの流出量
（m3/s/㎞2）

人吉地点

※巻末の参考資料ｐ４６～ｐ５２を参照

昭和４０年７月洪水の人吉地点における流出形態 27

○人吉上流域を３２分割し、人吉地点のピーク流量の発生時前後における
各流域の単位面積あたりの流出量を算出
○人吉地点ピーク時における単位面積あたりの流出量
・全体的に川辺川流域の流出の比率が高い
・球磨川本川上流域については、北側が高くなっている

球磨川本川流域と
川辺川流域との境界線



昭和４０年７月洪水の人吉地点における流出形態 28

人吉地点流量に対する単位面積当たりの流出量比較図
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流域番号

本川上流域 川辺川流域

本川上流域 川辺川流域

本川上流域 川辺川流域

ピーク後3時間

ピーク時

ピーク前3時間



【参考資料】



雨の降り方について九州地方の近年の降雨状況 30

○１時間降水量５０mm以上、８０mm以上の発生回数が増加傾向
○近年では、 １時間降水量５０mm以上の年間の発生回数が１００回を超過

１時間降水量５０mm以上の年間発生回数 １時間降水量８０mm以上の年間発生回数

※出典：「九州・山口県の気候監視レポート2013」）（福岡管区気象台）
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雨の降り方について球磨川に近接する他の流域で発生した近年の降雨状況 31
○近年全国的に雨の降り方が局地化・集中化・激甚化
○平成24年7月の九州北部豪雨では、白川水系において時間雨量124mm、総雨量796mmを記録
○平成18年7月の鹿児島県北部豪雨では、川内川水系において時間雨量89m、総雨量724mmを記録
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昭和４０年７月洪水の観測雨量① 32

市房ダム(県)

田迎(気)

矢岳(気)

宮ヶ野

田代川間

多良木

市房山(気)

最大 ３時間雨量 114.0mm
最大 ６時間雨量 172.0mm
最大１２時間雨量 204.0mm

最大 ３時間雨量 100.0mm
最大 ６時間雨量 153.5mm
最大１２時間雨量 184.0mm

最大 ３時間雨量 137.0mm
最大 ６時間雨量 196.0mm
最大１２時間雨量 222.0mm

最大 ３時間雨量 100.2mm
最大 ６時間雨量 143.4mm
最大１２時間雨量 173.0mm

最大 ３時間雨量 56.2mm
最大 ６時間雨量 88.2mm
最大１２時間雨量 114.5mm

最大 ３時間雨量 122.0mm
最大 ６時間雨量 172.0mm
最大１２時間雨量 193.0mm

最大 ３時間雨量 103.0mm
最大 ６時間雨量 170.0mm
最大１２時間雨量 208.0mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 287.0mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 314.0mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 485.5mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 281.2mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 420.4mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 327.0mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 585.0mm

雨量観測所毎の実績降雨
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球磨川水系雨の降り方について昭和４０年７月洪水の観測雨量② 33

最大 ３時間雨量 102.0mm
最大 ６時間雨量 141.0mm
最大１２時間雨量 151.0mm

最大 ３時間雨量 83.5mm
最大 ６時間雨量 116.5mm
最大１２時間雨量 129.4mm

最大 ３時間雨量 58.5mm
最大 ６時間雨量 86.5mm
最大１２時間雨量 110.0mm

最大 ３時間雨量 125.5mm
最大 ６時間雨量 163.0mm
最大１２時間雨量 193.6mm

最大 ３時間雨量 95.0mm
最大 ６時間雨量 125.8mm
最大１２時間雨量 140.9mm

最大 ３時間雨量 124.8mm
最大 ６時間雨量 167.5mm
最大１２時間雨量 190.8mm

五家荘(気)

久連子

五木(気)

人吉

大河内

神瀬

八代

雨量観測所毎の実績降雨

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 444.3mm

最大 ３時間雨量 122.0mm
最大 ６時間雨量 172.0mm
最大１２時間雨量 193.0mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 432.0mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 221.5mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 417.6mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 380.8mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 280.9mm

6/28 10時～7/2 9時までの雨量： 434.0mm
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水位観測所毎の実績値
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昭和４０年７月洪水の水位状況 34

：水位観測所

横石

柳瀬

人吉(麓町)

多良木

四浦

水位観測所位置図
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流量観測箇所毎の流量(HｰQ換算流量）
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注）最大流量とは、洪水が氾濫せずに全て流下し、かつ市房ダムに
よる洪水調節が行われなかったと仮定した場合の流量：流量観測箇所

横石

柳瀬

人吉

多良木

流量観測所位置図

渡



降雨と洪水流量の関係 36
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○時間・地域分布を観測
→流域に降った雨を面的に把握する必要がある
→観測データ（点）をもとに流域平均雨量（面）を算出

•降雨量（時間分布・地域分布）
•地形（流域の大きさ、勾配、斜面長）
•森林（土壌の厚さ、土壌の状態）
•基岩（風化度合い）
•土地利用（被覆状態）
•河川（長さ、勾配、河床の状態） 等

河川流量に影響する主な要素

降 雨

河川流量

○時間・地域分布を観測
→対策検討には、連続的な水位や流量が必要！

流れる

基本方針第３回小委員会
資料３ｐ１を加工

河川

○治水計画を立案するには、洪水の流量を様々な区間で算出し・設定する
ことが必要

○実測の降雨量と河川流量の関係を大きくとらえることが重要



降雨から流量への換算 37

○実際に流域に降った雨（降雨）をもとに流出解析を行い、ある地点での
流量（流出）を算定

流出解析

流 出

○計算手法は数種類あり、計算目的、流域・出水特性、水文
データの状態等を勘案し、最も妥当と考えられる手法を選定

○流域内に雨量観測所を設置し、雨量データを観測
○観測された雨量データをもとに流域平均雨量を算出降 雨

○ある地点における流量を算定



人吉

降雨から流量への換算（ 降雨の発生） 38

○球磨川流域では、降雨発生時の気象状況を把握するため、流域内に雨
量観測所を整備している。
○流量の換算（流出解析）では球磨川流域全体の流出量として算出するた
め、観測された雨量データを基に、流域平均雨量として整理する。

▼流域内に雨量観測所を整備

雨量観測所 凡例
● 国土交通省所管
● その他所管（熊本県等）

▼雨量観測所ティーセン分割

流域を代表する観測所の面積に重み
を付けて流域平均雨量を算出

ティーセン分割のイメージ図



降雨から流量への換算（流出解析） 39

Ｑa
Ｑb

ＱcＱd

A流域Ｂ流域Ｄ流域

Ｃ流域

Ａ

河
道

Ｂ

Ｄ

河
道

河
道

Ｃ

：流域

：河道
：基準点

貯留関数法

○全国の河川で一般的に用いられている『貯留関数法』を用いて流出解析
を行い流出量を求める。
○複数の定数設定により、実際の降雨と流量の関係を求めることから、定
数設定が重要である。

＜流域定数＞

貯留関数定数
有効雨量算定定数

＜河道定数＞

貯留関数定数

定数の妥当性検証

実績流量の推算

検証対象洪水の選定

流出解析モデル

流域・河道定数の設定

流域・河道の分割

流出量

検証計算

○降った雨のうち、短時間に洪水として流出する成分
と保水等により長時間かけて流出する成分に分離

○洪水流出する成分について、流域での貯留（遅れ）
を表現したモデル



降雨から流量への換算（流出解析） 40

貯留関数法の概念

・下図のごとく、バケツに変則的な切り欠きがあり、このバケツに水道から水が注水され
ている。（この水道からの水が、降雨量又は河道区間の上流側流量と考えてよい。）

・バケツには切り欠きがあるので、貯留量が小さいときは少ない量がバケツから漏れ、
貯留量が大きくなると、バケツから漏れる量も大きくなる。

・このバケツから漏れる量が流出量であり、
この流出量は貯留量と比例関係にあるが、

その関係は単純な線形（ｙ＝ａｘ＋ｂのような
形）ではなく、べき乗関数の形（ｙ=axbのよう
な形）を持っている。

・なお、入力と流出の間に貯留という現象を
考慮していることは、ある時間の入力は遅
れを持って流出するということであり、貯留
関数では「貯留」と「遅れ」が重要な基本概
念となっている。



降雨から流量への換算（モデルの妥当性） 41

○降雨から流出量を算出する流出計算モデルでは、球磨川流域の流出特性が反映さ
れるように、複数の実績洪水で実績流量の再現性を確認し、モデルの定数を設定し、
流出計算を行う。
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昭和４０年７月洪水（流下してくる流量） 42

【各地点に流下してくる流量の算出】
○実績流量（Ｈ～Ｑ換算流量※１）に市房ダムによる洪水調節量（ダム戻し流
量※２ ）および氾濫による低減量（氾濫戻し流量※３ ）を上乗せして算出する

流下してくる流量
①
＝実績流量

②
＋ダム戻し流量

③
＋氾濫戻し流量

④

５，６５７m3/s①＝５，０６７m3/s②＋１０２m3/s③＋４８８m3/s④
（例）人吉地点

※他の地点も同様に計算し、流下してくる流量を算出

①の数値を100m3/s単位で丸め、『５，７００m3/s』 と設定

※１実績流量（Ｈ～Ｑ換算流量）
・実際の出水におけるピーク水位をH～Q式によりピーク流量に換算した値
・市房ダムの洪水調節や河道からの氾濫による河道流量低減が含まれた流量

※２ダム戻し流量

・再現計算を行った条件下で、既設の市房ダムがなかったと想定した場合に下
流へ流下する流量の増分（市房ダムの放流量を流入量とする）

※３氾濫戻し流量

・再現計算を行った条件下で、外水氾濫が生じなかったと想定した場合に下流へ
流下する流量の増分

・上記①5,657m3/sは、実績ピーク流量にダム・氾濫による戻し分を加えた最大流量の値であり、
各時刻における戻し分の流量を算出していない。
・流出計算において、ダム・氾濫が発生しない状況でシミュレーションを行い、時間毎の推算値
より流量ハイドロを算出した結果、ピーク流量は5,665m3/sとなる。



昭和４０年７月洪水（流下してくる流量）
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○氾濫等戻し流量の算定方法は、貯留関数による流出計算モデルを用いて、市房
ダムによる洪水調節量と氾濫による低減量を上乗せして算出する

人吉地点での洪水再現結果 昭和４０年７月洪水

※流出ハイドロでは、流出解析モデルにより
再現計算を行い（上図の緑線）、洪水調節施
設なし・氾濫が発生しない状況でシミュレー
ションを行った波形を用いる。この場合、ピー
ク流量は5,665m3/sとなる（下図の赤線）



【渡地点上流域対象】

渡地点上流のブロック分割

渡地点

：本川上流域 604km2

：川辺川流域 533km2

：渡～人吉流域 330km2

昭和４０年７月洪水の渡地点における流出形態 44

○渡地点上流域を球磨川本川上流域と川辺川流域、渡～人吉流域に分割
し、渡地点のピーク流量発生時前後における流出量を算出する
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ピーク時前後を拡大

35%

42%
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② ピーク時

36%
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③ ピーク後３時間

24%

35%

41%

① ピーク前３時間

球磨川：渡地点

時差：約1.5時間

昭和４０年７月洪水の渡地点における流出形態 45

○ピーク流量時では、川辺川流域の流出の比率は４２％、球磨川本川上流域の流
出の比率は３５％となる
○ピーク流量の到達時間は、川辺川流域が早く、球磨川本川上流域および渡から
人吉流域は、それより１～１．５時間ほど遅い



昭和４０年７月洪水の人吉地点における流出形態（流域分割と流出量の算出方法） 46

流域分割

本
川
上
流
域

no1 球磨川上流域

no2 湯山川等流域

no3 小川内川流域

no4 都川等流域

no5 仁原川等流域

no6 小椎、牛操川等流域

no7 多良木内水域

no8 柳橋川流域

no9 阿蘇川流域

no10 川瀬内水域

no11 井口川流域

no12 久鹿内水域

no13 免田川流域

no14 田頭、銅山川等流域

no15 木上内水域

no16 水無川流域

no17 野問川等流域

no18 一武内水域

no19 大谷川流域

no20 中福良内水域

no21 井沢流域

no22 小さで川流域

no23 鳩胸川等流域

no24 川村流域

川
辺
川
流
域

no25 川辺川上流域

no26 久連子川等流域

no27 栗鶴川残流域

no28 竹の川等流域

no29 小川流域

no30 椎葉谷川等流域

no31 山口谷川等流域

no32 六籐谷川等流域人吉地点上流域のブロック分割

人吉地点

○人吉上流域を３２分割し、人吉地点のピーク流量の発生時前後における
各流域の単位面積あたりの流出量を算出する

・分割した流域毎に雨を降らせ、当該流域以外の雨量を「０mm」と設定し、各流域毎の
人吉地点の流量を算出する
・人吉地点および渡地点における各流域の流出量と全流出量を時系列ごとに算出する
・各流域の流出量と全流出量から基底流量を差し引き、降雨による流出量とする
・上記の流出量をそれぞれの流域面積で除し、単位面積当たりの流出量（流出高）とする
・この結果をもとに 、全流出量に対する各流域の単位面積あたりの流出量を算出する

■単位面積あたりの流出量の算出方法



流域毎の人吉地点流量
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流

量

（m3/s）

人吉地点ピーク発現時刻

川辺川流域の流出の比率が高い

市房ダム上流域の流出は川辺川流域より遅い

[市房ダム上流]

[市房ダム上流]

[川辺川流域]

[川辺川流域]

[川辺川流域]

[川辺川流域]
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①ピーク３時間前
・人吉地点に近い流域の流出の比率と、川辺川筋の中上流域の流出の比
率が高い

②ピーク時
・川辺川流域の流出の比率が高く、降雨量の大きい山地部の流出の比率
が高い

③ピーク３時間後
・③球磨川本川の流出の比率が高い
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○人吉地点流量に対する単位面積あたりの流出量



【 2日：ピーク6時間前】 ①【 3日：ピーク3時間前】 ②【 3日：ピーク時】

③【 3日：ピーク3時間後】【 3日：ピーク6時間後】

人吉地点 人吉地点 人吉地点
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単位面積あたり
の流出量
（m3/s/㎞2）

人吉地点 人吉地点

人吉地点流量に対する単位面積あたりの流出量（時系列表示）



人吉地点流量に対する単位面積あたりの流出量【 3日2時15分：ピーク3時間前】

人吉地点
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単位面積あたり
の流出量
（m3/s/㎞2）



人吉地点流量に対する単位面積あたりの流出量【 3日5時15分：ピーク時 】

人吉地点
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単位面積あたり
の流出量
（m3/s/㎞2）



人吉地点流量に対する単位面積あたりの流出量【 3日8時15分：ピーク3時間後 】

人吉地点
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単位面積あたり
の流出量
（m3/s/㎞2）


